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Ⅰ　はじめに

　近年、特別支援教育を受けている子どもたちの障害
の重度・重複化及び多様化が進んでおり、特別支援学
校の多くに「重複障害学級」が設置され、令和4年度
で小中学部では、31.7％、高等部では、17.6％の重複
障害児が在籍している。特に肢体不自由特別支援学校
では、85.5％の重複障害児が在籍している。また、令
和4年度に特別支援学校において医療的ケアを受けて
いる幼児児童生徒は8,361人、幼稚園、小中学校及び
高等学校においては2,130人に及んでおり、特に通常
学校において増加の一途をたどっている（文部科学省，
2023）。筆者は、重度・重複障害児の教育的支援につ
いて検討することは喫緊の課題であると考え、これま
での研究において、重症心身障害児（超重症児も含む）
及び重度・重複障害児（以後重度・重複障害児とする）
の教育的支援の方法等について述べてきた（山根，
2021；山根，2022；山根，2023）。
　医療技術の進歩により重度・重複障害児が地域や家
庭で生活できるようになり、多くの人と関わりながら
生活をしている。WHOQOL（1998）では、Quality 
of Lifeを『個人が生活する文化や価値観のなかで、目
標や期待、基準または関心に関連した自分自身の人生

の状況に対する認識』と定義している。そして、
QOLの6つの構成領域（身体的、心理的、自立のレベル、
社会関係、生活環境、精神性・宗教・信念）の中の「自
立のレベル」領域では「コミュニケーション能力」ま
た、「社会関係」領域においては「人間関係」が示さ
れている。これらのことから、重度・重複障害児が自
ら自分の感情や意思を少しでも他者に伝えることがで
きるようになれば、重度・重複障害児のQOLは高ま
り、社会参加の第一歩となるであろうと考えられる。
つまり、重度・重複障害児がQOLを高め、より効果
的な社会参加を行うためには他者とのコミュニケー
ションをどのように取っていくのかが重要な課題の1
つである。重度・重複障害児のコミュニケーション力
を高めるような関わりや教育的な支援を実践しなが
ら、個々の教育的ニーズに応じた学びを学校教育では
提供する必要があると筆者は考えている。
　文部科学省は「『令和の日本型学校教育』の構築を
目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別
最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」（2021）
の中で、目指す教職員の姿を「教師が技術の発達や新
たなニーズなど学校教育を取り巻く環境の変化を前向
きに受け止め、教職生涯を通じて探究心を持ちつつ自
律的かつ継続的に新しい知識・技能を学び続け、子供
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一人一人の学びを最大限に引き出す教師としての役割
を果たしている。その際、子供の主体的な学びを支援
する伴走者としての能力も備えている。」と記されて
いる。そして、教職員に求められる資質能力として、「使
命感や責任感、教育的愛情、教科や教職に関する専門
的知識、実践的指導力、総合的人間力、コミュニケー
ション能力、ファシリテーション能力など」が挙げら
れている。また、「Society5.0に向けた人材育成～ 社
会が変わる、学びが変わる ～」（2019）、Society3.0（工
業社会）、Society4.0（情報社会）、Society5.0（超スマー
ト社会）という社会の変化と対応させて、学校ver.1.0
（「勉強」の時代）、学校ver.2.0（「学習」の時代）、学
校ver.3.0（「学び」の時代）という学校像の発展も示
されている。さらに、「協働的な学び」と「個別最適
な学び」が謳われ、個人の特性や発達段階に応じた支
援や学びを提供することが課せられている。そして、
教職員には子どもたちの学びや活動の伴走者的役割が
求められている。また、芝山（2010）は学校教育や教
師に求められる社会的要求が加算的に増加している現
状を踏まえて、「教師の職務や専門性の根拠を、当事
者である教師自身が見失いかねない事態が考えられ
る」と指摘している。以上のように教職員に求められ
る資質及び能力は時代ともに変化し、また、多くのこ
とを期待される現状に至っている。船橋（2016）は、「こ
こからさらに、通常の学校で特別支援教育に携わる教
員や特別支援学校の教員を想定すると、教師の専門性
をめぐっては間口は広く、奥行きが果てしない課題と
なるように思われる」と述べ、その様子を図式化して
表している。障害のある子ども達への教育においては、
障害に関する知識や特性に応じた指導法などが求めら
れ、専門性に基づく教育支援が実践されている。そし
て、特別支援学校に在籍する児童生徒の障害は重度・
重複化、多様化しており、教職員に求められる専門的
な知識や実践力及び指導力は多岐にわたっている。特
に肢体不自由特別支援学校においては他の障害種に比
べ、先にも述べたように重複障害学級の在籍率が高い
こと、さらには、医療的ケアを必要とする子どもたち
がより多く在籍していることなどから、さらに高い専
門性が要求されている。一方で、専門性を伴う実践力
や指導力はその教職員の実際の経験を通して育まれる
ものであることを考えるとたとえ同一校であってもそ
れぞれの教職員の考える専門性や教育に対する考え方
や思いは様々で、幅広いものになっているのではない
かと考えられる。しかし、現在、特別支援学校の教職
員の意識調査については、知的障害教育や聴覚障害教
育などではなされているが、肢体不自由教育について
の意識調査はキャリア教育（越智ら，2018）など特定

の教育方法等に関する内容の調査研究はあるもののあ
まり研究されていないのが現状である。さらに、重度・
重複障害児の教育における教職員の意識調査について
は、武藏（2021）の教員の医療的ケアの実施に関する
意識や重複障害児への教育に関わることへの意識調査
はあるものの、教育実践にまで言及した研究はなされ
ていない。しかし、超重症児に言及した指導に関して
は、野崎（2015）が、「特別支援学校における超重症
児への指導とその成果に関する教師の意識調査」の結
果を①担任教師は評価を客観性のあるものにしなけれ
ばならないと感じている一方、記録方法について困難
や限界を感じていることがうかがわれた、②脳機能障
害の程度が重いほど、子どもの変容に関する評価は肯
定的になりづらく、より適切なかかわり方の発見に至
りにくい一方、教師自身における子どもへの理解の深
まりや周囲の人々の変容には大きく作用しなかった、
③通常授業においてのみならず、校内研修などの様々
な機会を活用して、子どもへの理解を深めたり、実際
のかかわり方を工夫・改善したりしていると、3点に
まとめ報告している。
　重度・重複障害児は、運動器官や感覚器官に著しい
制限や制約が生じていることが多く、日常の生活環境
下で子ども自身の力のみで学んでいくことが難しい。
しかし、教職員が丁寧な関わりを行うことで着実に成
長していくことが先行研究や実践から明らかになって
いる。また、重度・重複障害児にとって生命を維持す
るための健康管理だけでなく、他者とのやりとりや関
わりなどのコミュニケーション活動が大切であること
は言うまでもなく、特に学齢児においては学びのほと
んどを学校教育が担っていると考えられる。重度・重
複障害児における支援や指導の実践の場、学校教育に
おいて、どのようなことが課題とされ、どのような教
育が実践されているのかを教職員の視点から明らかに
することは、大変意義のある研究であると考える。ま
た、このことは、今後の重度・重複障害児の教育への
一助になるのではないかと考えられる。
　

Ⅱ　目的

　本研究では、肢体不自由特別支援学校で教育に携
わっている教職員に重度・重複障害児の指導に関する
取り組みやその課題について自由記述式のアンケート
調査を実施した。アンケート調査によって教職員が
日々の重度・重複障害児に対する教育実践を行う上
で、大切にしていることや課題等に感じていることを
明らかにし、重度・重複障害児に対する学校教育にお
ける教育実践上の課題について検討し、考察すること
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を目的とする。また、本アンケートは、全国の肢体不
自由特別支援学校への調査項目作成のための予備調査
と位置付けている。

Ⅲ　調査方法

１　対象者
　対象者は、A県のB特別支援学校肢体不自由部門に
所属する教職員（介助職員を含むため以後、教職員と
記載する）16名（小学部4名、中学部3名、高等部6名、
その他3名）のうち、本研究の目的等に同意した13名
の教職員である。回収率は約81.3％であった。
　B特別支援学校は、他の特別支援学校のように学部
で分かれて子どもたちの教育実践を行っているのでは
なく、小・中・高等部それぞれの所属教職員が学部を
超えて一部門としてまとまって、教育活動を実践して
いる。そのため、どの対象教職員も各学部の目標や課
題を共に共有しながら教育活動を実践しているのが特
徴である。

２　調査期間及び手続
　20XX年Y月に本調査について対象校に筆者が伺い、
対象となる教職員に本研究の目的について説明をし
た。そして、Y月下旬に質問紙を配布し、Y＋1月に回
収に伺った。

３　調査内容
　アンケートは、自由記述の設問のみである。質問は
「職名及び経験年数等」（4項目）、「重度・重複障害児
への日々の直接的な指導」（6項目）、「専門性の向上」（2
項目）、「連携」（3項目）、「その他」（1項目）の5観点
の質問内容を設定し、合計16問の質問から構成した。
（質問紙は資料として掲載）

４　分析方法
　それぞれの質問における回答をKJ法によってカテ
ゴリー化して分析した。なお、一連の分析過程におい
ては、筆者と特別支援教育に携わる大学教員1名で、
協議しながら記述内容のカテゴリー分けの妥当性の検
討も行った。
　また、上記に記載したように、B特別支援学校にお
いては、所属教職員が一部門としてまとまって、教育
活動を実践しており、どの対象教職員も各学部の目標
や課題を共有しながら教育活動を実践している。よっ
て、一部門としての結果を分析した。

５　倫理的配慮
　まず、対象教職員に説明をする前に、A特別支援学
校の管理職にアンケートの目的と内容について説明を
し、了解を得た。その後、対象教職員には、アンケー
ト回答前に本研究の趣旨、研究協力の自由及び倫理的
配慮について口頭にて説明を行い、承認を得た上でア
ンケートを配布した。また、集計においては個人が特
定されないように配慮し、研究データの取扱について
も厳重な管理を行った。なお、本研究の実施において
は畿央大学研究倫理委員会の承認を得ている。（承認
番号R5-25）

Ⅲ　結果

１　対象者の内訳
　本研究の対象教職員で回答があったのは、教諭10名、
講師2名、介助職員1名であり、講師、教諭については
全てが9年以上の教職経験があり、肢体不自由教育の
経験年数も2年～ 11年の経験を有する教職員から回答
が得られた。また、重度・重複障害児の教育経験年数
も少なくとも2年以上あり、最も経験の長い対象教職
員は、他校種の特別支援学校における重度・重複障害
児の教育経験も含め、14年の教育経験があった。

２　重度・重複障害児が高等部卒業時に身に付けて欲
しいと思う力
　この質問の回答については、19のカードに分類され
た。大カテゴリーとして、以下の「快・不快等を表出
し、他者に伝える力」「他者の働きかけを受入れ、応
える力」「物事に興味関心をもち、生活を楽しむ力」「自
己選択・自己決定」の4つに分けられた。

表1
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４　重度・重複障害児の日々の指導において難しいと
感じていること
　この質問の回答については、19のカードに分類され
た。重度・重複障害児の日々の指導において、難しい
と感じていることの多くに、「肢体不自由教育（重度・

重複障害教育）の専門性の維持・向上・継承」が挙げ
られている。一方で、子ども自身の実態から起こる健
康状態の不安定さや指導の継続や積み上げが難しいと
考えている教職員の数が一定数いることも分かった。

　３　重度・重複障害児の日々の指導において留意し
ていること
　この質問の回答については、40のカードに分類され
た。日々の指導に関しては、6つの大カテゴリーに分
けることができた。しかし、そのほとんどが「子ども
への丁寧な関わりや働きかけ」であり、対象教職員が
日々子どもたちにどのように関わっているかが分かる

結果となった。一方で、「身体の管理」の記載も多く
みられ、重度・重複障害児にとって、健康管理は切り
離せない事項であることが分かった。また、特別支援
学校の教育はT・T（チーム・ティーチング）で行われ
ることがほとんどであるため対象教職員も対象教職員
間の連携を重視していることが分かった。

表２　重度・重複障害児が高等部卒業時に身に付けて欲しいと思う力

表４　重度・重複障害児の日々の指導において難しいと感じていること

表３　日々の指導の中で留意していること
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５　重度・重複障害児の日々の指導において困難に感
じていることへの軽減策
　この質問の回答については、17のカードに分類され
た。日々の指導において困難に感じていることに対し
て、何をすればそれが軽減されるかという質問に対し

６　個別の教育支援計画や個別の指導計画を指導に生
かすための工夫
　この質問の回答については、10のカードに分類され

７　個別の教育支援計画や個別の指導計画が日々の指
導に生かせない要因	
　この質問の回答については、12のカードに分類され
た。未記入の対象教職員もいたが、困難な理由をより
多く記載している対象教職員もいた。最も大きな要因
として、「指導者間の個人差によるずれ」が挙げられ

８　重度・重複障害児の日々の指導においてやりがい
を感じること
　この質問の回答については、20のカードに分類され
た。「教員の働きかけで子どもの反応が見られた時」

て、日々の「学習活動の充実」が挙げられており、対
象教職員が教員として日々の授業に力を入れているこ
とが分かった。また、ICTの活用を子ども側だけでな
く、教職員側も活用したいという考えがあることも分
かった。

た。この質問項目には未記入の対象教職員が複数人い
た。

ており、子どもの実態把握や必要だと思われる内容が
教職員によって異なっていることが分かった。また、
記載事項の中に、「担任の先生が中心となって記載、
評価するので、あまり意識していない」、あるいは「記
載事項に従っている」という内容の記載も見られた。
　

が最も多くのやりがいを感じるとのことであったが、
「子どもたちの健康が維持できている時」という内容
も見られ、重度・重複障害児にとっての日々の健康管
理の重要性も分かった。

表５　重度・重複障害児の日々の指導において困難に感じていることへの軽減策

表６　個別の教育支援計画や個別の指導計画を指導に生かすための工夫

表７　個別の教育支援計画や個別の指導計画が日々の指導に生かせない要因
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９　重度・重複障害児の教育を行うための対象教職員
の専門性
　この質問の回答については、28のカードに分類され
た。重度・重複障害児の教育を行うための専門性とし
て最も多かったのは「身体に関する知識・技能」であ
り、「障害に対する知識・指導力」よりも多く記述さ

10　専門性を高めるために努めていること
　この質問の回答については、19のカードに分類され
た。専門性を高めることについては、中カテゴリーに
記載されている内容が大カテゴリーにそのまま分けら
れたので、大カテゴリーのみの記載としたが、研修会

れていた。ここでも、重度・重複障害児にとって身体・
健康に関する問題はとても大きく、対象教職員も強く
意識していることが分かる。また、教師の主目的であ
るともいえる「授業力・指導力」は挙げている対象教
職員もいるが、記載した対象教職員は3人程度であり、
あまり多いとは言えなかった。

の参加や文献で学ぶことよりも、「教職員同士の教え
合いや情報共有・交換、相談」を行うことで、高めら
れると感じ、実行している対象教職員が多いことが分
かった。

表８　重度・重複障害児の日々の指導においてやりがいを感じること

表10　専門性を高めるために努めていること

表９　重度・重複障害児の教育を行うための教師の専門性
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11　その他
　その他に、「教職員相互の連携」「関係機関との連携」
「保護者との連携」について質問した。どの項目も工
夫していることに、「情報の共有」が挙げられており、
いかに丁寧で詳細な情報の共有が必要であるのかが分
かった。
　「教職員相互の連携」では、その他に仕事以外の日々
の何気ない話を意識してすることや、担当している子
どものことについてできるだけ話をするように心がけ
る必要性が記載されていた。
　また、「関係機関との連携」では、複数の関係機関
と連携を取らなければならないことが多く、他の関係
機関同士の連携も問題となることがあることが分かっ
た。そして、それぞれの機関の役割や目的について理
解しておくことでより円滑な連携が行われることも分
かった。
　「保護者との連携」では、保護者の気持ちを受け止
めたり、保護者に寄り添ったりする姿勢の必要性につ
いて記載されていた。記載の内容について集約すると
上記に示した通りであるが、どの対象教職員も日々の
実践の様子が丁寧にそして、具体的に記載されていた。
また、その記述より、保護者との日々の情報共有を丁
寧にすることにより、保護者との考え方の相違が少な
くなることが示されていた。
　最後に重度・重複障害児に関する教育について思っ
ていることについて自由記述を求めた。重度・重複障
害児だからこそ、子どもたちの動きに敏感になり、子
どもたちの気持ちを受け止め、対応していく大切さに
ついて複数の対象教職員が記載していた。また、日々
の指導が命に直結しているため、配慮がとても大変だ
と思っている対象教職員が複数いることも分かった。

Ⅳ　考察

　本アンケートは、全国に「重度・重複障害児の指導
に関わる教職員の意識調査」をするための予備調査と
して実施した。そのため、全ての回答を自由記述とし、
対象教職員の思いや経験など、数字では表すことので
きないデータを集約して、重度・重複障害児に日々関
わっている教職員の思い等の理解を深めること、そし
て、その思いを直接的に受け止めることを目的として
いる。

１　重度・重複障害児への直接的な指導について
　「卒業時に身に付けて欲しい力」として、4つの大カ
テゴリーに分類はしたが、どれも重度・重複障害児が
他者からの働きかけを受け止め、それを何らかの方法

で表出する、いわゆる他者とのやりとりやコミュニ
ケーション力といわれる力であると考えられる。「自
己選択・自己決定」という回答もあったが、これは記
載の内容から子ども自身の実態に応じたという意味で
あり、いずれも重度・重複障害児が他者からの刺激や
働きかけを受け止め、自己の思いを何らか方法で表出
することであり、集約すれば、他者とやりとりする力、
あるいはコミュニケーション力と考えられる。
　重度・重複障害児のコミュニケーションについて
は、以前より研究が進められており、鯨岡（1997）の

「原始的コミュニケーション」、土谷（2011）の「共創
コミュニケーション」、梅津（1997）の「行動体制と
信号系活動」等は有効なコミュニケーションに関する
理論であり、筆者もこれらの理論を文献で考察した（山
根，2022）。また、生理学的指標におけるコミュニケー
ション活動についても研究が積み重ねられており、細
渕・大江（2004）、川住ら（2008）、そして、筆者ら（山
根・小枝，2006、山根・小枝，2008、山根・小枝，
2011）によっても、生理学的指標の研究は実施され、
その成果も明らかにされている。これらのことから、
筆者は、重度・重複障害児のコミュニケーション活動
に注目し、その重要性についてまとめている（山根，
2022）。そして、重度・重複障害児のコミュニケーショ
ン能力を育てるためには、教職員の日々の関わりこそ
が重要であり、大切であることをまとめており、本調
査の結果とも一致している。しかし、これらの働きか
けが難しい理由として、「肢体不自由教育（重度・重
複障害教育）の専門性の維持・向上・継承」が挙げら
れており、重度・重複障害児につけたい力や対象教職
員の子どもたちへの強い思いはあるけれども、実際に
重度・重複障害児にどのように関わってよいのか、関
わり方が本当に正しいのかなど、困り感を生じている
ことが本アンケート調査の結果から示唆された。この
ことについては、各自治体の教職員の異動方針等によ
る要因も大きいとは思うが、文部科学省が公表してい
る学校教員統計調査（2024）によると、他校種ではあ
るが、どの校種も40代の教員が少なく、ベテランとし
て指導できる対象教職員の人数が限られていることも
要因の一つとして考えられる。また、その軽減策とし
て、対象教職員は「学校における教育活動の充実」や

「対象教職員同士の情報共有や連携」を挙げており、
校内の取組の中でこれらの問題を解決していきたいと
いう気持ちが強いことが認められた。
　また、「日々の指導の中で留意していること」「重度・
重複障害児の日々の指導において難しいと感じている
こと」「重度・重複障害児の日々の指導において困難
に感じていることへの軽減策」の質問項目について、
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これらの全ての中に、「健康管理・維持」など身体に
関わることが記載されている。このことから肢体不自
由特別支援学校においては重複障害学級が増加してい
るだけでなく、子どもたちの重度化、絶えず命にかか
わるような子どもや健康状態が安定しない子どもたち
の在籍率が増加していることが分かる。つまり、重度・
重複障害児を教育する時に、身体（健康管理等）に関
する配慮の重要性が示唆された。
　「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」において
は、記載の内容や未記入の回答から鑑みて、他の質問
項目に比べて対象教職員の関心の低さ、指導に生かす
ことが困難、既に問題もなく進められているなどの理
由が示唆される。
　これは、「個別の教育支援計画」及び「個別の指導
計画」については、特別支援学校では、既に実施され
てから十分な時間も経過しているだけでなく、文部科
学省からも活用の仕方のみならず、様式例も提示され
ており、作成・活用環境が明確になっているためであ
ると考えられる。一方で、活用が困難なことについて、
日々の指導に活用できないこと等について記載されて
いる。記載内容から考えると、文部科学省が提示して
いる様式では重度・重複障害児の教育を行うにあっ
たって記載しづらいものがあるのではないかと推察さ
れる。今後、重度・重複障害児用の「個別の教育支援
計画」及び「個別の指導計画」の様式についても検討
する必要があることが示された。

２　教職員の専門性の向上について
　教職員の専門性の向上について、重度・重複障害児
教育の専門性として、「障害に対する知識及び指導力」
「授業力・指導力」よりも「身体に関する知識・技能」
についての記載が多かった。これは重度・重複障害児
における身体の健康管理及び維持が子どもたちの日々
の生活にとってどれだけ重要なことであるかを示唆す
るものである。しかし、一方で、対象教職員にとって、
重度・重複障害児の指導において、教育という視点の
前に健康管理・維持というところまでで指導が終了し
てしまっているのではないかとも考えられる。対象教
職員は卒業時に身に付けたい力については学校教育や
日々の関わりの中で身に付けられるものを大切である
と認識しているにも関わらず、実際は健康管理・維持
を主とした教育実践になっているのではないかとも考
えられる。これが、前の項で示した「肢体不自由教育
（重度・重複障害教育）の専門性の維持・向上・継承」
にも深く関連付けられることであると考えられる。今
後、学校教育において、重度・重複障害児への関わり
を身体に関する療育的な実践に加えて、コミュニケー

ション活動の充実などの教育実践の在り方について検
討していくことの重要性が示された。
　また、「専門性を高めるための方策」として、「教職
員間での情報共有や相談」が最も多い回答であった。
これは、重度・重複障害児教育における専門性の考え
方が、より個に応じた関わり方ができるかどうかとい
うことに重きを置いているということとも考えられ
る。今後は重度・重複障害児教育の教職員における専
門性の捉え方についても検討していきたい。

３　連携について
　連携については、「教職員間」「関係機関」「保護者」
の3つの視点から質問を行った。どの内容も日々の丁
寧な情報共有の重要性が挙げられていた。また、関係
機関においては一人の子どもが複数の機関と契約等し
ていることが多く、複数の関係機関との連携が必要と
なる。「それぞれの関係機関の役割について認識した
上で連携を取っていくこと」を工夫している点に回答
している対象教職員もあったが、これは、お互いの立
場を踏まえた上で連携を進めていくことが大切である
とも言える。また、対象教職員の日々の実践の様子や、
丁寧な保護者とのやり取りの様子から、保護者との連
携を円滑に行うためには、ただ単に情報を共有するだ
けでなく、保護者に寄り添う姿勢も大切であることが
示されていると言える。これは、こども家庭庁（2023）
や桒原ら（2019）も述べているが、特に重度・重複障
害児の子どもは日々の生活において全介助が基本であ
り、家族（保護者）への負担が大変大きい。身体的支
援だけではなく、心理的支援も行う必要がある。よっ
て、学校現場において保護者と連携するには、まず、
家族（保護者）への気持ちの寄り添いや理解が基盤に
ならなければならない。
　以上3つの視点より考察を行ったが、今回は協力校1
校に絞り、アンケート調査を実施した結果、重度・重
複障害児の教育に携わる教職員が、いくつかの困り感
を抱えていることが分かった。重度・重複障害児の教
育は大変難しく、教職員の専門性も問われるが、現在
の特別支援学校の現状において、その専門性が維持・
継承できにくい状況であることが示唆された。重度・
重複障害児にとって適切な関わりに基づく、よりよい
教育が提供されるよう、再度、特別支援学校の重度・
重複障害児教育について、検討していきたい。
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【資料】　重度・重複障害児の指導に関するアンケート
調査項目

１　ご職名及びご経験年数等

（１）現在のご職名を教えてください。　　　　　
（２）�教職のご経験年数は何年ですか。（講師歴も含む）
（３）�そのうち、肢体不自由児と関わったご経験は何

年ですか。（肢体不自由特別支援学校及び肢体不
自由特別支援学級での経験年数）複数の学校を
ご異動になった場合は、総経験年数をお書きく
ださい。　　

（４）�教職のご経験の中で、重度・重複障害児と関わっ
たご経験年数をお書きください。

２　重度重複障がい児への日々の直接的な指導 　

（１）�重度・重複障害児が高等部卒業時に身につけて
おいて欲しいと思う力は何ですか。具体的に教
えてください。

（２）�重度・重複障害児の日々の指導において、あな
たが最も留意して指導をしていることは何です
か。具体的に教えてください。

（３）�重度・重複障害児の日々の指導において、あな
たが難しいと感じていることは何ですか。具体
的に教えてください。

（４）�（３）を指導するためにどのようなこと（もの）
があれば、指導の難しさが軽減すると思います
か。

（５）�個別の教育支援計画や個別の指導計画が日々の
指導に生かせるように工夫していることがあれ
ば教えてください。また、日々の指導に生かす
ことが難しい場合はその問題点をお書きくださ
い。

（６）�重度重複障がい児の日々の指導において、あな
たがやりがいや達成感を感じる時やことについ
て教えてください。どのような時やことなのか、
具体的に教えてください。

３　専門性の向上

（１）�重度・重複障害児に教育を行うための教師の専
門性とはどのようなものだと思いますか。

（２）�専門性を高めるためにあなたが取り組んでいる
ことや工夫していることについて、具体的にお
書きください。

４　連携

（１）�重度・重複障害児の指導において、教員相互の
連携・協力を行うために必要だと思うことや
日々工夫していることをお書きください。

（２）�重度・重複障害児の指導において、関係諸機関
との連携を行うために必要だと思うことや工夫
していることについてお教えください。また、
難しい場合はその問題点についてお教えくださ
い。

（３）�ご家庭との連携を行うために必要だと思うこと
や工夫していることについてお教えください。
また、難しい場合はその問題点についてお教え
ください。

５　その他

　重度・重複障害児の指導を行うにあたって、先生方
が日々感じていらっしゃることや思っていらっしゃる
ことを自由にお書きください。
　ご協力ありがとうございました。


